
今
年
は
夏
が
待
ち
遠
し
い
！

今
年
の
梅
雨
は
記
録
的
な
大
雨
で
、
前
半
の
行
事
は
殆
ど
室
内
で

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
被
害
は
な
い
よ
う
で
す

が
、エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
年
は
梅
雨
明
け
も
遅
く
な
り
、
土
砂
災
害
も
起
き

や
す
い
そ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
要
注
意
で
す
。
し
か
し
、
植
物
や
作
物
に

は
大
い
な
る
恵
み
と
な
り
、
飲
料
の
た
め
の
水
瓶
に
は
十
分
に
蓄
え
ら

れ
た
で
し
ょ
う
。
後
は
、
一
日
も
早
い
梅
雨
明
け
を
願
う
ば
か
り
・・・
。

さ
て
、
我
々
職
員
に
と
っ
て
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
研
修
の

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
県
内
の
私
立
幼
稚
園
の
教
職
員
が

千
人
規
模
で
参
加
す
る
教
職
員
研
修
大
会
は
大
き
な
も
の
で
す
。

今
年
の
熊
毛
担
当
の
分
科
会
テ
ー
マ
は
、「
自
園
の
特
色
や
方
針
を

活
か
す
保
育
や
行
事
」
で
す
。
今
年
は
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
が
発
表
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
共
に
学
び
合
い
ま
し
た
。
自
園
の
特
色
や
方

針
を
活
か
し
た
保
育
と
は
？
と
い
う
基
本
的
な
確
認
を
改
め
て
行
う

こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
と

は
？
、
ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
は
？
ふ
さ
わ
し
い
学
び
と
は
？
・・・
。い
つ
も

探
求
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
題
で
す
。
今
回
は
、
自
然
環
境

を
活
か
し
た
活
動
や
屋
外
遊
具
の
活
用
を
改
め
て
見
直
す
よ
い
機

会
と
捉
え
ま
し
た
。
子
ど
も
の
健
全
な
心
身
の
育
ち
を
考
え
る
と
、
発

達
の
土
台
で
あ
る
か
ら
だ
の
使
い
方
を
理
解
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
幼
児
期
に
高
さ
や
回
転
、
平
衡
や
逆
さ
な
ど
の「
感
覚

運
動
」
を
し
っ
か
り
と
さ
せ
る
こ
と
は
、
次
の
段
階
の
運
動
的
な
か
ら
だ

の
動
か
し
方
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
戸
外
で
全
身
を
使
っ
て
あ

そ
ぶ
こ
と
は
、
身
体
機
能
が
自
然
に
育
つ
だ
け
で
な
く
、い
ろ
ん
な
こ
と

に
興
味
・
関
心
が
湧
き
、
自
立
的
な
行
動
に
結
び
つ
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。で
す
か
ら
、
今
の
時
期
に
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
に
だ
け
集
中
さ
せ
る
と

い
う
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。
海
や
川
、
山
や
野
原
で
走
り
回
り
、

カ
ニ
や
小
魚
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
追
い
か
け
る
。
人
生
の
基
礎
と
な
る
こ
の

時
期
を
、
家
族
や
友
だ
ち
と
種
子
島
で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
・・・
な
ん

て
素
晴
ら
し
い
時
間
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
か
。
ど
う
ぞ
宝
物
の
よ
う
な

瞬
間
を
皆
さ
ん
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
一
学
期
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。こ
の
数
ヶ
月
で

間
違
い
な
く
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔

に
癒
や
さ
れ
る
日
々
。
彼
ら
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
、
皆
さ
ん
も

共
に
整
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

毎
日
、
汗
や
汚
れ
で
洗
濯
に
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
す
。
手
足
口

病
が
流
行
り
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

プ
ラ
ス
「
あ
さ
ウ
ン
チ
」
で
健
康
管
理
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

学
園
長

２０１５年度 年主題〈平和をつくる〉
0･1･2歳児７月主題 ｢たのしい｣ 3･4･5歳児７月主題 「やってみる」

月のねがい 月のねがい

◎家族や保育者とゆったり過ごす ◎暑さに留意し、夏の生活を送る

◎暑さや感染症から守られながら健康な夏の生活をおくる ◎自然事象や防災に関心をもつ

◎夏の自然にふれ、様々な活動を楽しむ ◎夏の自然にふれ、様々な活動に取り組む

◎保育者と共に祈る ◎友だちと共に好きな遊びをたっぷり楽しむ

成長の大きな足あと

毎年６月、種子島の宝である浦田の海に遊びに行く計画を立
てています。（暑く焼けた砂浜を裸足で歩くのは少々きついの
で、梅雨の合間に行っています。）
例年ですと、梅雨休みのきれいな青空の下、海遊びを楽しん

でいます。でも、今年は雨続きで大分苦労しました。それでも、
天気予報とにらめっこしながら「今日は行けるぞ!」「みんな水
着に着替えてぇ～!」というと、大喜びの子どもたちです。
浦田に着いたら、まず、海に向かってご挨拶です。

「ヤッホー！ヤッホ－！」 大きな声を出すと、体も心も何だか
大きな気分になります。
次は、広い砂浜をダッシュ！走った

後には沢山の足あとが・・・。
小さい足あと、大きい足あと・・・それを
見ながら、これは○○チャンの、これ
は○○くんの足跡と、当てっこをして
楽しみました。その中に一段と大きく深い足あとが・・・誰のか
な？それは、さやか先生とあきこ先生のものでした。「手をいっ
ぱい振って走ると、足あとが大きくなるのかも！」と、子どもた
ちでいろいろ推測していました。
きれいな砂浜にできた沢山の足あと跡は、まさしく子どもた

ちひとり一人の個性の跡のようでした。いろんな個性でできた
砂浜のアートに、大いに感動した海遊び。数日
間がまんして来た甲斐あって、体いっぱいに楽
しむことができました。 園長

８月の行事予定

3 日(月) 夏季保育（午前保育）

21 日(金) 夕涼み会

７月の行事予定

2 日(木) プール遊び(市営プール)

3 日(金) 七夕訪問

8 日(水) プール遊び(市営プール)弁当日

14 日(火) 給食試食会（あい組）

15 日(水) 給食試食会（のぞみ組）

16 日(木) 誕生会(6･7･8 月生まれ)

17 日(金) 一学期終園日

11･12 日 お泊り保育(年長児)

今月の聖句「平和をつ く る ものは 、 さいわいです。 」 マタイ５：９

平和を願わない人はいない
私は幼少の時、日本がアメリカ・イギリス・フランス・オランダ・中国を敵に回し、戦争した時に育ちました。
実に無謀な戦争でした。出征軍人はその戦場で弾薬不足・食料不足の中に無残に死んでいきまし
た。昭和２０年ともなると、日本のいたるところで空襲を受け、多くの非戦闘員が焼死または爆死しまし
た。また、私は長崎で原爆にも会いました。大きな火の玉が空いっぱいに広がり逃げることの限界を知りま
した。幸い一命をとりとめ、今日に至っております。「命をいただいた」のだと感謝しています。だから、誰より
も大きな声で「戦争はだめ」「平和を作ろう」と叫んでいます。
平和は他人に求めるのではなく、自分が作り、自分が平和を実感するもの
平和は互いに他者と協力しなければならないことは勿論ですが、これが難しい。他者が納得して同調す
ればの話ですが。最終的には自分個人の決断の問題ではないでしょうか。自分がまず、平和を実践す
る者となる。もっと言えば、権利を主張せず、進んで損をする勇気を持つことです。自分の利益・自国の
国益を優先させると平和は絶対築けません。自分が損をする、自分が傷つく、自分が死ぬほどの覚悟さ
え定まれば、戦争は起きないでしょう。「失う者はそれを得、得ようとする者はそれを失う」のです。「負けるが
勝ち」ともいわれます。幼な子たちに、この真理を学んでもらいたいものです。神仏に帰依すれば心が平
安になり、自分自身のうちにまず平和が築かれます。 前理事長 池田公榮

― 愛情ホルモン「オキシトシン」―
山口 創 著

男の子はオキシトシンが出にくい？

オキシトシンの出方には男の子と女の子で違いがあります。 むしろ男の子ほど、小さいときはたくさん抱っこ

じつは女の子はオキシトシンが出やすく、男の子は出にくい したり、ベタベタ触れあって甘えさせるほうがよ

のです。 いのです。「男の子だから」ということであまり

女の子はちょっと触れるだけでオキシトシンが出てくるの 甘えさせてあげないと、心が満たされず、かえっ

ですが、男の子のほうは、たくさんスキンシップをしないと ていつまでも親離れができなくなってしまいま

オキシトシンの分泌があまり増えません。 す。

それには理由があります。違いが生じるのは男の子と女の もちろん、だからといって女の子はスキンシッ

子それぞれに大人と同じように、特有の性ホルモンが備わっ プが少なくても大丈夫ということではありませ

ているためです。 ん。女の子であっても男の子であっても、たくさ

女性（女の子）に多い女性ホルモンのエストロゲンはオキ ん触れることを大切にしてほしいと思います。そ

シトシンの効果を倍増してくれます。加えて、オキシトシン の上で、男の子には触れあう回数を少し意識して

は出産・育児と深く関わる物質であることから、もともと女 増やしてあげるとよいでしょう。

性の体はオキシトシンが出やすい仕組みになっています。

一方、男性（男の子）に多く分泌される男性ホルモンであ 親子に嬉しいオキシトシンの５つの効果

るテストステロンは、オキシトシンのはたらきを抑制してし ①親子の愛着関係を深める

まいます。そのため男性はオキシトシンが出にくく分泌量も ②ストレスに強くなる

少ないのです。男の子のほうにべったりと甘えてくる甘えん ③セレトニンを活性化させ心のﾊﾞﾗﾝｽを安定的に

坊が多いのは、少ないオキシトシンを増やそうとしているの 保つ

かもしれませんね。ですから、「男の子なのに、こんなに甘 ④記憶力が良くなり学習効果が高まる

えん坊で将来大丈夫だろうか」という心配は無用です。 ⑤体の成長をうながす。


